
一般社団法人日本ダクタイル鉄管協会

関東支部

　

記

１．開 催 日   ２０２６年１１ 月１６日（月）　13時15分～16時30分 別添資料－１

             （受付は12時30分より）

２．開催場所 　神奈川県立かながわ労働プラザ　3階　多目的ホール 別添資料－２

※ 会場聴講のみ（オンライン配信無）

３．参 加 費    無料（交通費は各自で負担願います）

４．講演テーマ及び講師

① 講演Ⅰ　　　　　　　　『管路耐震化の取り組み』　　

八戸圏域水道企業団　事務局長　内宮　靖隆 様

② 講演Ⅱ　 　

名古屋大学減災連携研究センター　准教授　平山　修久 様

５．展示コーナー

6．参加申し込み方法

7．連 絡 先　

参加申込に関しては

一般社団法人日本ダクタイル鉄管協会　関東支部　宍倉（ししくら）

TEL　03-3264-6655　　E-mail　kanto@jdpa.gr.jp　

ご不明な点は、下記までお問い合わせ下さい。

株式会社クボタ　パイプシステム東日本営業部　東京営業第二課　神谷（かみや）

TEL　 03-3245-3139　　　

ＨＰより【神奈川セミナー参加申込書】をダウンロード頂き、必要事項を明記の上、10月30日

（金）までにE-mailにてお申し込み下さい。

開演前及び休憩時間中、ご自由にご覧頂く事ができます。

　『過去を学び，相転移を活かした災害対策につなげる』

2026年9月

各　　位

2026年度ダクタイル鉄管協会セミナー　神奈川会場のご案内

 　皆様方におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

平素は日本ダクタイル鉄管協会に対し格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

当協会関東支部では、毎年水道事業体の皆様方等を対象にセミナーを開催しており、好評いただい

ております。本年度は下記の要領で実施いたしますので、何かと御多用中とは存じますが、万障お繰

り合わせの上、ご参加くださいますようお願い申し上げます。

新着情報 ＪＤＰＡ 検索



内　　　　　　容

【講演Ⅰ】

【講演概要】

休憩（体験・展示コーナーご覧いただけます）

【講演Ⅱ】

【講演概要】

ダクタイル鉄管協会セミナー
２０２６年11月16日（月）

セ ミ ナ ー ス ケ ジ ュ ー ル　

時　　間 講　　　師

八戸圏域水道企業団（当時八戸市水道部）では1968
年の十勝沖地震を契機に、1974年から全国に先駆け管路
耐震化に取組み 、2025 年度 の耐 震管 率は 基幹 管路
73.6％、管路全体46.4％と推移してきた。

このように管路耐震化に取り組んできた結果、2025年
12月8日に発生した震度6強の地震において管路の被害が
軽微であったこと、2026年4月20日発生の震度5弱、同
年6月25日発生の震度6弱の地震で管路の被害が無かった
こと、併せて、耐震継手の施工管理・品質管理へICT技
術の活用を行っていることなど紹介する。

12：30～13：15 受　　　　　付

13:15 開　会　挨　拶 一般社団法人日本ダクタイル鉄管協会

八戸圏域水道企業団
事務局長

内宮　靖隆  様

13：25～14：40

(質疑含)

『管路耐震化の取り組み』
（７５分）

14：40～15：10
（30分）

名古屋大学
減災連携研究センター

准教授
　

平山　修久  様

15：10～16：25

(質疑含) 『過去を学び、
  相転移を活かした災害対策につなげる』（7５分）

我が国の近代水道のトップである横浜市では、1923年
関東大震災でその水道施設に甚大な被害が生じ、その後
の世界の水道における地震対策につながっている。すな
わち、過去の経験を学び、災害対策に活かしていくこと
は、地域を支える水道事業においては必要不可欠であ
る。一方、防災庁設置に向けた検討において、社会の相
転移を平時のうちに先回りして発見し、産官学民が連携
して、被害を劇的に低減させることが示されている。こ
こでは、水道管路システムにおける相転移を回避するた
めの災害対策について考える。

16:30 閉　　　　　会

別添資料―１（神奈川会場）



■ 会場名

神奈川県立かながわ労働プラザ３階　多目的ホール

〒231-0026　横浜市中区寿町1-4

■

   【電  車】

JR京浜東北根岸線

「石川町駅」　中華街口（北口）より　徒歩３分

「関内駅」南口より　徒歩８分

横浜市営地下鉄ブルーライン

「関内駅」横浜スタジアム改札口：出口１より　徒歩１２分

■ 駐車場

営業時間

満車の場合は、周辺の有料駐車場をご利用ください。

ただし、契約駐車場ではありませんので駐車料金がかかります。
ご了承ください。

会場のご案内

交通アクセス

平面式（車高：2.2ｍまで）16台

機械式（車高：1.55ｍまで）55台

PM10：00～翌AM8：00出荷不可／1泊1，500円

100円（20分）／5時間以上は一律1,500円

8：00～22：00

利用料金

駐車台数
（普通自動車）

別添資料―２（神奈川会場）


